
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
の
話
題

　
　
　
　（
17
時
30
分
～
18
時
30
分
）

《
県
政
報
告
》

　

井
戸
敏
三
知
事

か
ら「
県
政
報
告
」

と
し
て
、
兵
庫
県

の
県
政
や
近
況
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
概
　
要
】

●�
今
年
は
終
戦
70
年
に
あ
た
り
、
沖
縄
最

後
の
官
選
知
事
で
あ
る
島し

ま
だ田

叡あ
き
ら知

事（
神

戸
二
中
出
身
）
顕
彰
碑
の
除
幕
式
、
南

あ
わ
じ
市
「
若
人
の
広
場
」
で
の
戦
没

学
徒
慰
霊
式
典
な
ど
の
行
事
を
開
催
し

た
。

●�

震
災
か
ら
20
年
と
な
る
１
月
17
日
に

は
、
20
年
追
悼
式
典
を
開
催
し
、
天
皇
・

皇
后
両
陛
下
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
陛
下

か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
兵
庫
の
復
旧
・
復

興
の
歩
み
に
対
し
て
ね
ぎ
ら
い
の
お
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。

●�

こ
れ
か
ら
の
復
旧・復
興
は
「
風
化
」「
高

齢
化
」「
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」
の
３

つ
の
課
題
に
取
り
組
む
。
ま
ず
、「
風
化
」

に
は
、「
忘
れ
な
い
」「
伝
え
る
」「
活
か

す
」「
備
え
る
」
の
４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
も
と
に
県
民
総
参
加
の
活
動
を
展
開
。

「
高
齢
化
」
に
は
、
見
守
り
な
ど
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。「
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
」
に
は
、
神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー
を
神

戸
市
の
施
設
と
あ
わ
せ
て
長
田
に
移
転

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
三

宮
の
再
開
発
に
も
し
っ
か
り
と
構
想
を

固
め
て
進
め
て
い
き
た
い
。

●�

ポ
ス
ト
震
災
20
年
の
兵
庫
に
お
い
て
は
、

「
安
全
・
安
心
の
確
保
」
を
県
政
推
進
の

第
１
に
位
置
づ
け
る
。
ま
た
、「
地
域
創

生
」
に
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
時
代
に

あ
っ
て
も
、
活
力
を
維
持
し
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
東
京
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
皆
さ
ん
に
、
も
う
一
度
ふ
る
さ
と
に

戻
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

●�

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
兵
庫
県
は
「
筋
電
義
手

バ
ン
ク
」
の
よ
う
に
寄
附
金
の
テ
ー
マ

を
明
確
に
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
講
演
》

　

前
東
大
総
長
で
放
送

倫
理
・
番
組
向
上
機
構

の
濱
田
純
一
理
事
長
か

ら
「
若
者
と
大
学
、
メ

デ
ィ
ア
」
と
題
し
た
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
概
要
】

●�

「
教
え
る
」「
学
ぶ
」
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
り
、
そ
の
実
践

の
具
体
的
場
所
・
技
術
的
媒
体
と
い
う

意
味
に
お
い
て
、
大
学
も
メ
デ
ィ
ア
で

あ
る
。

●�

最
近
の
学
生
の
特
徴
と
し
て
、
大
学
入

学
時
の
目
的
意
識
の
低
さ
、
学
習
時
間

の
少
な
さ
、
専
門
外
の
本
の
読
書
傾
向

の
低
下
、
議
論
で
き
る
友
人
の
少
な
さ

な
ど
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

●�

学
部
教
育
で
は「
国
際
化
」「
実
質
化
」「
高

度
化
」
を
柱
と
し
た
総
合
的
改
革
を
進

め
て
き
た
。
国
際
体
験
な
ど
を
通
し
て

「
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
よ
り
タ
フ
に
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
学
生
の
育
成
を
目
指

し
て
い
る
。

●�

最
近
の
若
者
に
つ
い
て
は
、
情
報
圏
・

生
活
圏
が
小
さ
く
ま
と
ま
る
傾
向
や
、

社
会
へ
の
か
か
わ
り
の
薄
さ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
弱
さ
な
ど
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
が
、「
幅
広
い
学
び
・
経
験
」

「
公
共
的
な
も
の
に
関
わ
る
経
験
」「
試

行
錯
誤
」「
横
道
に
そ
れ
る
余
裕
」
な
ど

を
通
じ
、
大
学
で
の
学
び
を
一
生
役
立

つ
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
総
会
交
流
会

　
　
　
　（
18
時
40
分
～
20
時
45
分
）

《
総
　
会
》

　

太
田
颯
衣
幹
事
長

か
ら
、
議
案
の
「
平

成
26
年
度
事
業
報

告
」、「
平
成
27
年
度

第37回東京兵庫県人会総会交流会

『ひょうごの縁
えにし

、会うを楽しむ』
　東京兵庫県人会の秋の恒例行事となっている総会交流会。第37回となる今年度は11月10日（火）
17時30分～20時45分、東京都文京区のホテル椿山荘東京で開催しました。
　当日は、会員をはじめ兵庫県に縁のある方々、約400名にお集まりいただき、賑やかな雰囲気
の中、ふるさとへの思いを語り合いました。

第１部

第2部

開催
テーマ

井戸知事による県政報告

濱田理事長による講演

太田幹事長からの議案説明
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事
業
計
画
」「
役
員
改
選
」
に
つ
い
て
の
説

明
が
な
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
様
の
大
き
な

拍
手
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

《
交
流
会
》

　

今
年
度
も
岡
田
三
利
さ
ん
（
県
人
会
幹

事
）、
野
村
富
美
江
さ
ん
の
お
二
人
の
司
会

に
よ
り
、
和
や
か
に
テ
ン
ポ
よ
く
会
を
進

行
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

菅
谷
定
彦
県
人
会

会
長
（
株
式
会
社
テ

レ
ビ
東
京
顧
問
）
の

開
会
の
挨
拶
に
続

き
、
森
島
英
一
副
会

長
（
前
佐
世
保
重
工

業
株
式
会
社
取
締
役

相
談
役
）
の
乾
杯
の

発
声
に
よ
り
歓
談
へ

と
移
り
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
の
歓
談
の
後
、
ス
ク
リ
ー
ン

で
川
崎
修
総
会
交
流
会
企
画
実
行
委
員
長

と
「
の
の
の
の
会
」
の
代
表
者
に
よ
る
活

動
報
告
、
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
東
京
セ
ン

タ
ー
関
係
者
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
及
び
同
日
セ
ン

タ
ー
長
に
就
任
し
た
太
田
颯
衣
幹
事
長
か

ら
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
屋
台
コ
ー
ナ
ー
に
「
白
鷺
鱧
」
を

提
供
い
た
だ
い
た
岡
本
周
治
中
播
磨
県
民

セ
ン
タ
ー
長
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
今
回
の
目
玉
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
松
永
貴
志
ジ
ャ
ズ
ト
リ

オ
に
よ
る
演
奏
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ピ
ア

ノ
、
ド
ラ
ム
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
に
よ
る
迫

力
あ
る
ジ
ャ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
「
オ
ー
プ

ン
マ
イ
ン
ド
」
ほ
か
４
曲
が
演
奏
さ
れ
、

舞
台
の
幕
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ふ
る
さ
と
グ
ル
メ
屋
台

コ
ー
ナ
ー
、
ふ
る
さ
と
利
酒
コ
ー
ナ
ー
は

じ
め
た
く
さ
ん
の
団
体
に
出
展
を
い
た
だ

き
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

会
も
終
盤
に
差
し

掛
か
っ
た
頃
、
恒
例

の
県
内
市
町
等
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
特
産
品

等
の
福
引
抽
選
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
知
事
賞
、
県
議
会
議
長

賞
、
会
長
賞
の
ほ
か
兵
庫
県
内
一
流
ホ
テ

ル
等
の
ペ
ア
宿
泊
券
の
抽
選
が
ス
テ
ー
ジ

上
で
あ
り
、
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
度

に
一
喜
一
憂
す
る
声
が
場
内
に
沸
き
起
こ

り
、
会
場
は
更
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
会
員
の
多
田
周
子
さ
ん
の
新

曲
「
風
の
中
の
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
の
独
唱
に

続
き
、
兵
庫
ゆ
か
り
の
歌「
赤
と
ん
ぼ
」と
、

「
今
日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」
を
多
田
周
子

さ
ん
の
リ
ー
ド
に
よ
り
合
唱
し
、
来
年
の

再
会
を
約
束
し
て
、

渡
部
賢
一
副
会
長（
野

村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社
常
任
顧

問
）
の
中
締
め
に
よ

り
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
年
度
（
第
38
回
）
の
総
会
交

流
会
は
平
成
28
年
11
月
10
日
（
木
）、
今
年

と
同
じ
ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京
を
会
場
に
開

催
の
予
定
で
す
。

県人会・のののの会
活動報告

中播磨県民センター長ごあいさつ

福引抽選会（石川県議会議長）

渡部副会長の中締め

全員での合唱

ふるさと利酒コーナー

出会いサポート東京センターのPR

松永貴志ジャズトリオの演奏

森島副会長による乾杯の発声

菅谷県人会会長あいさつ

知
事
か
ら
い
た
だ
い
た
歌

　

当
日
は
進
行
の
都
合
上
、
ご
披
露
い
た
だ
け

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
第
37
回
東
京
兵
庫
県
人
会

総
会
交
流
会
の
開
催
に
寄
せ
て
、
井
戸
知
事
よ

り
自
作
の
歌
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

こ
に
ご
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
に

故
郷
を
兵
庫
と
す
る
人
集
い

県
人
の
決
意
を
示
す
会井

戸
敏
三
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